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ワシントン条約の会議が開催されました。
今年2007年6月3～15日に、第14回ワシントン条約締約国会議がオランダのハーグで開催されました。トラフィック イーストアジア ジャパンは

締約国会議に向けて数回のシリーズでワシントン条約関連情報を各マスメディア関係者の方々に配信しています。会議に関する正確な情報の入手や

取材の参考としてお役立てください。また、ご不明な点や詳細に関してはトラフィックまでお問い合わせください。
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附属書改正提案に関する討議の結果

水産生物種

哺乳類

トラフィックジャパンの  ここに注目

ヨーロッパウナギ、スローロリス属

        の提案は、圧倒的多数で可決
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No. 6

■■スローロリス属全種Nycticebus spp.(Prop.1:カンボジア)

附属書 II から附属書 I へ移行。 　⇒可決

■■ボブキャットLynx rufus （Prop.2:米国）

附属書 II からの削除。 　⇒否決

■■ヒョウPanthera pardus（Prop.3:ウガンダ）

注釈を付け、ウガンダの個体群を附属書 I から
附属書 II に移行 ⇒可決※

■■アフリカゾウLoxodonta africana (Prop.4：ボツワナと
ナミビア、Prop.5：ボツワナ、Prop.6：ケニアとマリ)

⇒Prop.4とProp.5とProp.6の各国提案は撤回され
アフリカ諸国の合意を得た提案が可決※

■■ビクーニャVicugna vicugna（Prop.8:ボリビア）

ボリビアの個体群に対する注釈の修正 　⇒可決

■■アカシカの亜種Cervus elaphus barbarus
　　　　　　　　　　　　　　　（Prop.9：アルジェリア）

附属書 I への掲載。 　⇒否決

■■エドミガゼルGazella cuvieri (Prop.10:アルジェリア)

■■リムガゼルGazella leptoceros (Prop.12:アルジェリア)

附属書 I への掲載。 　⇒可決 

■■クロカイマンMelanosuchus niger（Prop.13:ブラジル）

ブラジルの個体群の附属書 I から附属書 II への移行。 
    　　　 　　　⇒可決

■■メキシコドクトカゲの亜種Heloderma horridum 
charlesbogerti（Prop.14:グアテマラ）

附属書 II から附属書 I に移行。 　　　⇒可決

■■ノコギリエイ科全種Pristidae spp. (Prop.17:ケニア、米国)

　附属書 I に掲載。 ⇒可決※

■■ヨーロッパウナギAnguilla anguilla(Prop.18:ドイツ*1)

附属書 II に掲載。 ⇒可決
 
■■ニシネズミザメLamna nasus (Prop.15:ドイツ*1)

■■アブラツノザメSqualus acanthias (Prop.16：ドイツ*1)

注釈を付け、附属書 II に掲載　 ⇒否決

■■サンゴ属全種Corallium spp.（Prop.21:米国）

附属書 II への掲載。 ⇒否決

■■アカヴェ・アリゾニカAgave arizonica(Prop.22:米国)

附属書 I から削除。    ⇒可決

■■Dehesa Bear-grass(英名)Nolina interrata(Prop.23:米国)

附属書 I から附属書 II へ移行。全ての部分と派生物
を含む。     ⇒可決

■■モクキリン属全種Pereskia spp.、Quiabentia属全種
　　　　　　　　　　　　　　　　(Prop.24:アルゼンチン)

附属書 II からの削除。      　　⇒可決

■■ペレスキア属全種Pereskiopsis spp.(Prop.25:メキシコ)

附属書 II から削除。    ⇒可決

■■多種類の植物の分類群に対する注釈を修正
　　　　　　　　　　　　 （Prop.27スイス*3)　 ⇒可決※

■■Oconee Bells(英名)Shortia galacifolia (Prop.28:米国)

附属書 II から削除。    ⇒可決

■■ブラジルボクCaesalpinia echinata（Prop.30:ブラジル）

附属書 II に掲載。全ての部分と派生物を含む。
     　　 ⇒可決※

■■附属書IIに掲載されているラン科全種Orchidaceae 
spp.　　　　　　　　　　　　　　(Prop.34:スイス)

附属書 II に掲げる Orchidaceae spp.の注釈の修正。 
     　　　 ⇒否決

■■附属書IIに掲載されているラン科全種Orchidaceae 
spp.　　　　　　　　　　　　　　(Prop.35:スイス*3)

附属書 II に掲げるOrchidaceae spp.に対する注釈の修
正            ⇒可決
 
■■チュウゴクイチイTaxus chinensis、イチイT. cuspi-
data、T. fuana、 T. sumatrana 　　(Prop.37:スイス*2)

注釈の修正         ⇒可決※

植物

爬虫類

附属書改正提案の詳細

：トラフィックのウエブサイト http://www.trafficj.org/cop14 

以下は今回のワシントン条約締約国会議で議題となった附属書改正提案の結果です。

可決された改正については、特に言及がない限り会議後90日で効力を発します。

撤回された提案（Prop. 7、11、19、20、26、29、31、32、33、36）については、ここでは省略しています。

※＝修正案が可決されたため、可決された内容は原案と異なります。

（提案No.:提案国）

*1: on behalf of the European Community Member States acting in the interest 
of the European Community.

＊2: Switzerland, as Depositary Government, at the request of the Standing Committee
＊3: Switzerland, as Depositary Government, at the request of the Plants Committee


